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『
耳
雲
』
は
ま
た
『
耳
袋
』
と
も
書
か
れ
て
、
江
戸
時
代
に
、
旗

本
で
、
江
戸
の
南
町
奉
行
を
勤
め
た
根
岸
鎮
衛
（
や
す
も
り
）
が
著
し

た
随
筆
で
あ
る
。
鎮
衛
（
一
七
三
七
’
一
八
一
五
）
は
天
明
年
間
か
ら

文
化
年
間
に
か
け
て
の
三
○
余
年
間
に
本
書
を
書
き
継
い
で
い
る
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
話
は
、
奇
談
や
雑
話
の
類
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ

も
飾
ら
な
い
文
章
で
綴
ら
れ
、
著
者
の
率
直
な
人
柄
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
鎮
衛
自
身
の
裁
判
の
時
の
体
験
談
や
、
奉
行
と
し
て
市
中
の

風
説
を
探
る
も
の
の
言
と
す
る
も
の
が
僅
か
に
あ
る
が
、
大
部
分
は

人
か
ら
直
接
聞
い
た
話
、
誰
か
の
話
の
又
聞
き
の
話
と
い
っ
た
形

の
、
聞
き
書
き
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

『
耳
巽
』
の
記
事
の
中
に
は
、
医
者
の
治
療
や
民
間
療
法
に
関
係

の
あ
る
話
も
混
入
し
て
い
る
。
記
録
さ
れ
て
い
る
人
名
の
中
に
、
医

『
耳
襄
』
に
記
録
さ
れ
た
民
間
療
法

浜
田
善

利

師
の
与
住
玄
卓
、
秋
山
玄
瑞
、
木
村
元
長
、
斎
藤
友
益
、
城
芸
（
宗
）

英
、
阿
部
春
沢
、
西
良
忠
、
そ
の
他
に
小
児
科
医
も
鍼
医
も
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
当
時
の
医
師
の
治
療
が
う
か
が
え
る
話
も
あ
り
、
鎮

衛
の
耳
に
入
っ
た
市
井
の
民
間
療
法
の
話
も
あ
る
。
ま
た
健
康
に
か

か
わ
り
の
あ
る
呪
い
の
類
も
い
ろ
い
ろ
と
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
呪
い
の
類
も
含
め
て
、
お
よ
そ
医
療
、
医
薬
に
関
係
の
あ
る
話

を
抽
出
し
、
そ
の
内
容
を
、
江
戸
時
代
の
各
種
の
民
間
療
法
の
記
録

と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
。

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
話
は
、
重
複
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

が
、
全
部
で
約
九
九
話
あ
り
、
そ
の
中
て
医
療
と
民
間
療
法
を
合
わ

せ
た
も
の
が
六
八
話
、
呪
い
を
用
い
る
も
の
が
三
一
話
あ
っ
た
。

例
と
し
て
『
巻
四
』
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
見
い
だ
し
を
幾

つ
か
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

治
療
方
に
関
す
る
も
の

◎
耳
へ
む
し
の
入
り
し
事
、
◎
小
児
餅
を
咽
へ
詰
め
し
妙
法
の
事
、

◎
眼
の
妙
法
の
事
、
◎
歯
の
妙
薬
の
事
、
◎
金
瘡
・
灼
傷
の
即
薬
の

事
、
◎
俄
の
乱
心
一
薬
即
効
之
事

呪
法

◎
鼻
血
を
と
む
る
妙
法
の
事
、
◎
し
や
く
り
呪
の
事
、
◎
咽
へ
骨
を
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立
手
し
時
呪
の
事
、
◎
痔
の
神
と
人
の
信
仰
可
笑
事
、
◎
油
気
ま
じ

な
い
の
事
、
◎
痔
疾
ま
じ
な
い
の
事
、
◎
雷
を
嫌
ふ
も
の
薬
の
事

こ
の
ほ
か
に
、
処
方
に
ま
つ
わ
る
話
も
あ
る
。

◎
実
母
散
起
立
の
事
（
巻
一
）
、
◎
十
千
散
起
立
の
事
（
巻
六
）

『
耳
嚢
』
の
刊
行
本
は
、
岩
波
文
庫
の
旧
版
の
二
冊
本
（
一
九
三
九

年
初
版
）
は
六
巻
本
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
同
文
庫
の
『
耳
嚢
』
は

上
中
下
の
三
冊
本
（
一
九
九
一
年
刊
）
で
、
こ
れ
に
住
新
し
く
一
○
巻

本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
東
洋
文
庫
に
も
『
耳
袋
』
二
冊
本

（
一
九
七
二
年
初
版
）
が
あ
り
、
こ
れ
も
一
○
巻
本
で
あ
る
が
、
こ
の

刊
本
は
．
ヘ
ー
ジ
数
の
関
係
か
ら
、
呪
い
や
民
間
療
法
的
な
記
事
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
岩
波
文
庫
の
三
冊
本
を
用
、
い

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
底
本
に
な
っ
た
も
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
等
ハ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
所
蔵
の
旧
三
井
文
庫
で
、
現

在
知
ら
れ
る
諸
本
中
唯
一
の
一
○
巻
完
備
の
本
で
あ
る
。

（
熊
本
工
業
大
学
）

医
学
の
発
展
を
柔
な
い
昔
の
人
々
は
、
病
気
の
苦
し
拳
や
歯
の
痛

桑
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
か
を
考
え
る
の
は
、
興

味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

古
来
よ
り
、
こ
れ
ら
の
時
の
対
応
の
方
法
は
、
神
仏
に
祈
願
す
る

よ
り
他
に
仕
方
が
な
っ
か
た
よ
う
で
、
各
地
の
習
俗
や
民
間
信
仰
の

中
に
多
く
残
っ
て
お
り
、
今
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
、
群
馬
県
沼
田
市
内
に
あ
る
石
仏
は
、
地
元
の
人

た
ち
か
ら
「
味
噌
な
め
じ
い
さ
ん
」
「
味
噌
な
め
ば
あ
さ
ん
」
と
崇

め
ら
れ
、
古
く
か
ら
風
邪
や
歯
痛
を
治
す
霊
験
が
あ
る
と
伝
承
さ
れ

て
い
て
、
人
々
は
、
風
邪
や
歯
痛
に
な
る
と
味
噌
を
持
参
し
、
石
仏

の
口
に
こ
の
味
噌
を
塗
り
こ
ゑ
、
そ
の
快
癒
を
一
心
に
祈
願
す
る
と

治
る
と
固
く
信
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
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群
馬
県
沼
田
市
の
石
仏
と
民
間
信
仰
に

つ
い
て

○
Ｄ
湯
浅
高
之
・
の
藤
野
瑁
男
．
⑳
屋
代
正
幸
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